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NEWS Letter 

  文部科学省 共同利用・共同研究拠点「越境地域政策研究拠点」 

三遠南信地域連携研究センター 
 

 

VOL.4 2017.03.31 



越境地域政策の科学的な確立に向けて                

地域政策は、国・県・市町村などの行政区域を単位として立案・実行されます。このた

め歴史や文化の一体性、或いは広域的な政策需要が存在しても、行政境界を跨ぐ県境

地域や国境地域など越境地域での政策立案や実施は容易ではありません。しかし日本

国内でも市町村の約４割が県境に接しているなど越境地域政策の必要性は高く、むし

ろ行政境界を結び目とすることによって、閉塞感を持っている従来の行政制度や政策

発想に縛られない地域政策の可能性があるといえます。  

愛知大学は、戦前上海にあった東亜同文書院大学を前身として、1946(昭和21)年に

愛知県豊橋市に設立された、地域性と国際性の協調を理念とする大学です。三遠南信

地域連携研究センターは、特に愛知県・静岡県・長野県の県境地域である三遠南信地

域を対象として、様々な地域研究やＧＩＳ（地域情報システム）研究を設立以来推進して

きました。2013(平成25)年４月には文部科学省「共同利用・共同研究拠点」制度におけ

る「越境地域政策研究拠点」として認定され、国内外の越境地域に関する研究機関との

共同研究を促進することによって、越境地域政策における地域データ整備から将来予

測、政策合意形成に至る総合的な政策研究を目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       共同利用・共同研究拠点とは                                                            

 「三遠南信地域」とは、愛知県東三河地域の

「三」、静岡県遠州地域の「遠」、長野県南信地域

の「南信」からなる県境を越えた広域地域です。

愛知大学三遠南信地域連携研究センターは、こ

れまで進めてきた行政境界を跨いだ三遠南信地

域研究、GIS研究実績等が評価され、文部科学

省「共同利用・共同研究拠点」に『越境地域政策

研究拠点』として、平成25年度から６年間認定さ

れました。 

 共同利用・共同研究拠点とは、個々の大学の

枠を越えて大型の研究設備や大量の資料・デー

タ等を、全国の研究者が共同で利用、共同研究

を行うシステムです。国立大学の全国共同利用

型の附置研究所等を中心に推進されてきました

が、平成20年７月に学校教育法施行規則を改正

し、国公私立大学を通じたシステムとして、文部

科学大臣による共同利用・共同研究拠点の認定

制度が設けられました。平成28年4月現在、51大

学（28国立大学、23公私立大学）103拠点が認定

されています。 

文部科学省 共同利用・共同研究拠点「越境地域政策研究拠点」 

三遠南信地域連携研究センター 

■これまでのセンターの取り組み

平成17年度　文部科学省
私立大学学術研究高度化推進事業

採択 ５年間
「グローカルな視点に立った「地域づくり」
トータルシステムの開発」

研究代表者：佐藤元彦　経済学部教授

平成22年度　文部科学省
私立大学戦略的研究基盤形成支援事業

採択 ３年間
「三遠南信地域における「地域連携型
GIS」の研究」

研究代表者：蒋湧　地域政策学部教授

平成25年度　文部科学省
共同利用・共同研究拠点

認定 ６年間 「越境地域政策研究拠点」 研究代表者：戸田敏行　地域政策学部教授

平成25年度　文部科学省
特色ある共同研究拠点の整備の推進事業

採択 ３年間 「越境地域政策研究拠点」 研究代表者：戸田敏行　地域政策学部教授



活動評価外部委員会 拠点運営委員会

大西　隆
日本学術会議 会長

豊橋技術科学大学 学長・教授
大貝　彰 豊橋技術科学大学 理事・副学長・教授 山崎　寿一 神戸大学大学院 教授

村山　祐司 筑波大学 教授 川口　宗敏 静岡文化芸術大学 名誉教授 福島　茂 名城大学 副学長・教授

氷鉋 揚四郎 筑波大学 教授 瀬田　史彦 東京大学大学院 准教授 厳　網林 慶應義塾大学 教授

郭　暁川 内蒙古大学経済管理学院 院長・教授

穂積　亮次 愛知県新城市 市長

奈良　由美子 放送大学 教授 加藤　勝敏 東三河地域研究センター 常務理事

八田　英二 同志社大学 教授

共同利用・共同研究公募委員会

文部科学省　共同利用・共同研究拠点

プログラム・アドバイザー

越境地域政策研究拠点の概要                                            

従来の地域政策で対応されなかった県境地域・国境地域などの行政境界を跨ぐ越境地域政策の科学的な確立を目的とします。

政策手法を構築する越境地域計画コア、政策情報を形成する越境地域情報プラットフォームコア、計量的予測に関する越境地域

モデルコアで共同研究を実施し、各越境地域における地域データ整備から将来予測、地域政策合意に至る総合的な越境地域政

策研究を促進します。また、国内外の越境地域における地域政策研究機関、研究者等との一般共同研究、地域間交流研究、越

境地域基盤研究を行います。 

越境地域政策拠点の目的                                                
三遠南信地域における越境地域政策研究を蓄積し、国内外の越境地域とのネットワークを形成してきた愛知大学三遠南信地

域連携研究センターを研究拠点とし、全国の県境地域、国外の国境地域における地域政策研究機関との共同研究によって、政

策パッケージの構築を目指します。 

越境地域政策拠点の必要性                                              
我が国の市町村の約４割は県境に接しており、県境を越えた地域政策の必要性が高くなっています。また、東アジアにおいて

も国内越境地域・国境越境地域が出現しつつあります。しかしながら、行政境界を跨ぐ（クロスボーダー）越境地域（県境地域、国

境地域）には、統一的な政策主体や地域政策データが整備されておらず、我が国や東アジアにおける地域分権の進展を背景とし

て、越境地域政策の重要性が増しています。 

三遠南信地域連携研究センターの研究蓄積                                
我が国の越境地域政策モデルである三遠南信地域を対象とした ①越境地域計画に関する蓄積、②越境地域の政策データを

構築するＧＩＳ（地理情報科学）研究の蓄積、③越境地域を統合的に計画する計量モデル手法に関する蓄積を有しています。 

越境地域政策研究拠点の体制                                 
 

■３つの研究コア 

共同研究をとおして、越境地域における地

域データの将来予測、地域政策合意にいた

る総合的越境地域政策研究を促進します。 

・越境地域計画コア 

・越境地域情報プラットフォームコア 

・越境地域モデルコア 

 

■３層の共同研究機関ネットワーク 

・県境地域「三遠南信地域」を政策実験モデルとして、３層の

共同研究機関ネットワークで研究を進めます。 

・全国県境地域との連携により蓄積してきた国内越境地域研

究機関ネットワーク 

・共同研究を行ってきた東アジアにおける大学等との海外越境

地域研究機関ネットワーク 

・三遠南信地域16大学、シンクタンク等との三遠南信地域研究

機関ネットワーク 

 

 

■外部委員（活動評価外部委員会・運営委員・公募委員会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

文部科学省 共同利用・共同研究拠点「越境地域政策研究拠点」 

三遠南信地域連携研究センター 



2017年1月28日、三遠南信地域連携研究センター主催で越境地域政策研究フォーラムを開催しました。午前は大

島 伸一氏（国立長寿医療研究センター名誉総長）を迎えて記念講演｢医療・福祉のまちづくり提案」、長谷川敏彦氏

（未来医療研究機構代表理事）を迎えて基調講演「高齢社会の新しいまちづくりと医療・福祉のあり方」を行いました。 

午後は「越境地域とガバナンス」，「越境地域と空間情報」，「越境地域と産業・経済」，「越境地域と医療・福祉」，

「越境地域と歴史・文化」の５つのテーマによる分科会に分かれ、19のタイトルについて活発な発表と質疑応答が行

われました。最後に、各分科会の総括がコーディネーターより報告され，交流会では越境地域政策をめぐる各地域・

各学問分野における情報交換が行われました。 

（場所：愛知大学豊橋校舎） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

文部科学省 共同利用・共同研究拠点「越境地域政策研究拠点」 

2016年度 越境地域政策研究フォーラム 



 シンポジウム                             

開催日： 2016年10月18日（火） 

テーマ： 「海浜・山間地域の廃校活用を考える」 

内 容： 

■基調講演：「明日の東栄町と廃校活用を考える」 

村上 孝治 氏（東栄町長） 

■パネルディスカッション：「廃校活用の地域合意をどう形成するか？」 

・報告者   久保田経三 氏（NPOフォーラム自治研究主任研究員） 

・パネリスト 村上 孝治 氏（東栄町長） 

粕谷 政行 氏（「伊良湖小」活用検討委員会委員） 

大脇 聡 氏（「のき山学校」NPOてほへ副理事長） 

・司会    嶋津 隆文 氏（三遠南信地域連携研究センター研究員、

NPOフォーラム自治研究 理事長） 

・共催： NPOフォーラム自治研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 シンポジウム                             

開催日： 2016年10月29日（土） 

テーマ： 「共感が生んだローカルメディアのつながり 

～3.11を契機とした県境を越えたネットワーク～」 

内 容： 

■パネルディスカッション 

・コーディネーター 戸田 敏行（愛知大学三遠南信地域連携研究 

センター長） 

・パネリスト 吉田 圭 氏（NPO法人エフエムあおぞら 理事長） 

森 憲一 氏（宮城県山元町 教育長） 

森 包義 氏（株式会社エフエム豊橋 代表取締役社長） 

前川 緑 氏（株式会社エフエム豊橋 ラジオパーソナリティ） 

西村なぎさ 氏（株式会社エフエム豊橋 ラジオパーソナリティ） 

・共催： 公益社団法人東三河地域研究センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第１５回コア研究会                        

開催日： 2016年12月20日（火） 

研究発表： 「情報とインテリジェント時代におけるトヨタ研究開発 

モデルの特徴と限界」  趙 妍 氏（上海師範大学） 

 

 共催シンポジウム                         

「人口減少時代における地域力シンポジウム」 

開催日： 2017年3月26日（日） 

内 容： 

■事例紹介：可児市、新城市、牧之原市 

■パネルディスカッション 

・パネリスト 川上 文浩 氏（可児市市議） 

穂積 亮次 氏（新城市市長） 

西村 茂樹 氏（牧之原市市長） 

・主催：TOKAI★SHARE 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 その他 講演会                          

「三遠南信地域政策講演会－首長が語る地域経営－」 

開催日： 2016年6月29日（水） 

テーマ： 「人口減少と地方創生 

自治する日本－地域起点の民主主義－」 

講演者： 穂積 亮次 氏（新城市長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

文部科学省 共同利用・共同研究拠点「越境地域政策研究拠点」 

2016年度 シンポジウム・研究会 



2016 年 9 月 23 日、当センターにて「三遠南信地域連

携ビジョン推進会議と愛知大学との相互協力及び連携

に関する協定」の締結式が行われました。 

三遠南信地域連携ビジョンの推進を支援し、三遠南

信地域の振興発展に寄与することを目的として、当セン

ター内に事務局分室を設置しました。 

今後の中山間県境域の研究活動拠点となる「うるぎ

分室」を売木村役場 2 階に開設しました。 

2016 年 11 月 30 日に、設置にかかわる覚書の締結式

を開き、戸田センター長と清水秀樹村長が握手を交わし

て、看板を掲げました。 

2013年度共同利用・共同研究拠点「越境地域政策研究拠点」に認定されて以来、様々な研究機関との連携

や公募研究をはじめとする共同研究を行ってきました。この間、越境地域政策に関する共同研究参加機関は

年々広がっており、2016 年度末には下記の 95 機関となりました。 

また、研究体制をより強化するため、2016 年度には連携組織の分室を設置しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三遠南信地域連携ビジョン推進会議事務局分室  三遠南信地域連携研究センター・うるぎ分室 

 

 

 

 

 

 

  

文部科学省 共同利用・共同研究拠点「越境地域政策研究拠点」 

研究拠点 

 新たに設置した分室 



地域間
交流研究

２０１６－００１ ２０１６－００２

研究交流
テーマ

中国内モンゴル自治区を中心と
する越境的な経済連携について

県境をまたぐ共生圏の創生

研究対象地域

中国内モンゴル自治区・黒龍江
省・吉林省・遼寧省・河北省・山西
省・陝西省・寧夏回族自治区・甘
粛省

長野県阿南町・売木村・根羽
村・天龍村・愛知県豊根村

申請代表者
暁　敏
共同申請者３名

青山　幸一
共同申請者４名

所属機関 内蒙古大学 愛知長野県境域開発協議会

一般共同研究 ２０１６－００１ ２０１６－００２ ２０１６－００３ ２０１６－００４ ２０１６－００５

研究テーマ
三遠南信と周辺地域
の空間経済分析に
関する研究

広域地方圏と大都市
圏を結合するゲート
ウェイ・シティとしての
豊橋市の地域特性に
関する地理学的研究

半島文化の内発型展
開と越境ネットワーク
化に関する研究

三遠南信の「道と越
境の歴史文化」に関
する通時的研究と社
会的還元の試み

インフォーマルな交流
を介した越境地域の産
業経済連携に関する
研究

研究対象地域 三遠南信地域
豊橋市を中心とした周
辺圏域

渥美半島（愛知・静岡・
三重県）、松浦半島（長
崎、佐賀県）

三遠南信地域を中心
に東海道・東山道・中
央構造線隣接エリア

山陰・瀬戸内 などの定
住自立圏形成市町村

研究代表者
渋澤博幸
共同研究者２名

阿部 亮吾
共同研究者３名

嶋津　隆文
共同研究者４名

和田　明美
共同研究者５名

佐藤 遼
共同研究者３名

所属機関 豊橋技術科学大学 愛知教育大学
特定非営利活動法人
フォーラム自治研究

愛知大学 東京大学大学院

一般共同研究 ２０１６－００６ ２０１６－００７

研究テーマ
県境道路沿道ゾーン
の地域構造に関する
研究

南海トラフ巨大地震
に対する地域脆弱性
の評価と対策検討

研究対象地域 福井県
静岡県、愛知県沿岸お
よび内陸越境地域

研究代表者
小塚　みすず
共同研究者３名

大木聖子
共同研究者３名

所属機関
神戸市立工業高等専
門学校

慶應義塾大学

越境地域政策研究拠点は、国内・国外の越境地域における地域政策研究機関との共同研究、地域間の研

究交流を行うことによって、従来の地域政策で対応されなかった県境地域・国境地域などの行政境界を跨ぐ越

境地域政策の科学的な確立を目的としています。 

本センターでは、同拠点事業として、共同研究の質的向上と研究参加の拡大にむけ、共同研究を公募しま

す。2016年度は「一般共同研究」と「地域間交流研究」について助成しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
一般共同研究                     
・研究内容／一般共同研究者は、全国の研究者を対象に、特定の越

境地域において、以下の越境地域政策に関する研究課題

（課題研究、自由研究）を対象とします。 

・研究対象者／大学およびその他研究機関等に所属する研究代表

者と、共同研究者もしくは協力者を加えて２名以上で構

成されているもの（大学院生が申請する場合は1名でも

可、ただし指導教員の推薦状が必要）。 

・募集件数／数件 

・研究費  ／１件50万円程度（大学院生は20万円程度） 

・申請期間／2017年３月14日（火） ～ ４月29日（土）必着 

・採択通知／2017年５月下旬 

・研究期間／2017年５月下旬 ～ 2018年３月末 

 

 
地域間交流研究                   
・研究内容／地域間交流研究は、越境地域政策研究の基盤づくりを目

的として、特定の越境地域（国内・国外）における産・官・学

の研究者や行政関係者によるシンポジウム・研究会等の

研究交流事業を中心とします。 

・申請対象者／越境地域政策に関与する、もしくは関与が想定される研

究者、行政関係者、経済団体、ＮＰＯ関係者など。申請者

を含めた産・官・学の複数名からなるグループで実施する

こと。シンポジウム、フォーラム、セミナー、ワークショップ、

研究会等、越境地域政策のための研究交流を開催し、そ

の成果を、愛知大学三遠南信地域連携研究センターにお

いて報告・発表できるもの。 

・募集件数／数件 

・研究費  ／１件50万円以内 

・申請期間／2017年３月14日（火） ～ ４月29日（土）必着 

・採択通知／2017年５月下旬 

・研究期間／2017年５月下旬 ～ 2018年３月末 

 

課題研究 

１.越境地域のガバナンス形成 ２.越境地域のリスク

管理 ３.越境地域の産業経済連携 ４.越境地域の

生活環境形成 ５.越境地域の情報基盤整備 

自由研究 越境地域政策に関する研究課題を自由に設定 

文部科学省 共同利用・共同研究拠点「越境地域政策研究拠点」 

2017年度 共同研究公募要領（抜粋） 

文部科学省 共同利用・共同研究拠点「越境地域政策研究拠点」 

共同研究（公募研究） 
 



愛知大学三遠南信地域連携研究センター紀要

第３号を刊行しました。 

Ⅰ.研究者コミュニティ開発 

①越境地域政策研究フォーラム開催 

②越境地域調査 

③越境地域政策研究会 

④ブックレット編集 

⑤研究紀要刊行 

⑥ホームページ運営 

⑦ニュースレター発行 

Ⅱ.共同研究 

①一般共同研究（公募研究） 

②地域間研究交流（公募研究） 

③越境地域基盤研究 

④三遠南信地域連携ビジョン推進会議（SENA）との

共同研究 

Ⅲ.共同利用・共同研究の環境整備 

①人員体制の整備 

②施設、設備等の整備 

③会議運営 

 

■主な事業項目     ■刊行物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文部科学省 共同利用・共同研究拠点「越境地域政策研究拠点」 

アクセス 

■愛知大学豊橋キャンパスまでのアクセス ■愛知大学豊橋キャンパスマップ 

■お問い合わせ先 
 
〒441-8522 愛知県豊橋市町畑町 1-1 

TEL 0532-47-4157 FAX 0532-47-4576 

URL http://www.aichi-u.ac.jp/san-en/ 

文部科学省 共同利用・共同研究拠点「越境地域政策研究拠点」 

2016年度事業内容 


